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横
浜
観
光
と
野
毛
山

〜
遊
覧
バ
ス
の
ル
ー
ト 

　

に
よ
る
考
察

　

横
浜
市
営
バ
ス
の
「
あ
か
い
く
つ
」
号
は
、

横
浜
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
周
遊
バ

ス
で
あ
る
。
桜
木
町
駅
前
を
発
着
場
所
に
し

て
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
中
華
街
、
元
町
、
港
の

見
え
る
丘
公
園
、マ
リ
ン
タ
ワ
ー
、山
下
公
園
、

大
さ
ん
橋
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
巡
る
。

　

た
だ
し
、「
あ
か
い
く
つ
」
号
は
、
運
行
の

目
的
が
異
な
る
も
の
の
、
一
般
の
路
線
バ
ス

と
同
じ
乗
合
自
動
車
で
あ
る
。
添
乗
員
と
と

も
に
所
定
の
順
路
で
市
内
を
遊
覧
す
る
、
貸

切
り
式
の
定
期
観
光
バ
ス
は
、
横
浜
市
交
通

局
で
は
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
ま
で
運

行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
市
営
定

期
観
光
バ
ス
の
市
内
遊
覧
コ
ー
ス
は
、
横
浜

駅
東
口
が
発
着
場
所
と
な
り
、
み
な
と
み
ら

い
21
地
区
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
や
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
、
三
溪
園
が
加
わ
る

他
は
、「
あ
か
い
く
つ
」
号
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
着
目
し
た
い
の

は
、
こ
れ
ら
の
バ
ス
が
巡
る
場
所
に
つ
い
て

で
あ
る
。

＊

　

そ
も
そ
も
横
浜
市
営
の
定
期
観
光
バ
ス
が

誕
生
し
た
の
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

年
一
二
月
で
あ
る
。「
横
浜
市
遊
覧
バ
ス
」
の

名
称
で
、
交
通
局
の
前
身
の
電
気
局
が
営
業

を
開
始
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
同
年
の
春
に
山
下
公
園
に
て
開
催
さ
れ

た
復
興
記
念
横
浜
大
博
覧
会
（
横
浜
市
主
催
）

に
際
し
、
来
場
者
の
市
内
観
光
を
目
的
に
運

行
さ
れ
た
遊
覧
バ
ス
だ
っ
た
。

　
【
図
一
】
は
横
浜
市
遊
覧
バ
ス
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
路
線
図
で
あ
る
。
所

要
時
間
は
六
時
間
だ
っ
た
。
後
年
に
編
集
さ

れ
た
『
横
浜
市
電
気
局
事
業
誌
』（
一
九
四
〇

年
）
に
は
、
こ
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
な
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の
趣

旨
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

横
浜
駅
又
は
桜
木
町
駅
前
を
出
発
し
第
一

に
旅
程
の
平
安
を
祈
る
為
め
伊
勢
山
皇
大

神
宮
に
参
拝
し
―
維
新
の
開
港
論
の
立
役

者
井
伊
掃
部
頭
の
銅
像
の
あ
る
掃
部
山
公

園
を
訪
れ
―
和
洋
両
様
式
の
野
毛
山
公
園

に
遊
び
横
浜
市
を
鳥
瞰
し
―
震
災
記
念
館

を
見
学
―
商
工
奨
励
館
に
至
り
―
本
邦
最

初
の
公
園
と
し
て
名
あ
る
横
浜
公
園
を
散

策
し
―
山
手
外
人
街
に
出
で
緑
の
芝
生
に
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2

マ
ン
ス
カ
ー
で
ガ
イ
ド
ガ
ー
ル
が
御
案
内

申
上
げ
ま
す
。

　

戦
前
と
比
べ
て
コ
ー
ス
が
逆
回
り
と
な
っ

た
他
、
杉
田
梅
林
や
弘
明
寺
観
音
、
児
童
遊

園
地
（
現
・
保
土
ケ
谷
区
）
な
ど
が
外
さ
れ

て
規
模
が
縮
小
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
戦
前

の
旧
市
域
全
般
の
地
理
と
歴
史
を
見
る
と
い

う
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
（
＊
市
域
は
戦

時
中
に
現
在
と
同
じ
に
拡
張
）。

　

そ
し
て
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
頃
に

経
済
局
貿
易
観
光
課
が
発
行
し
た
観
光
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ヨ
コ
ハ
マY

O
K
O
H
A
M
A

」

で
は
、
市
営
の
定
期
遊
覧
バ
ス
の
コ
ー
ス
が
、

「
横
浜
駅
↓
生
麦
事
件
碑
↓
鶴
見
総
持
寺
↓
京

浜
第
二
国
道
↓
横
浜
駅
↓
掃
部
山
公
園
↓
野

毛
山
遊
園
地
↓
横
浜
公
園
↓
中
華
街
↓
外
人

墓
地
↓
旧
根
岸
競
馬
場
跡
↓
三
溪
園
↓
八
聖

殿
↓
気
象
台
↓
山
下
公
園
↓
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

↓
氷
川
丸
↓
大
桟
橋
↓
横
浜
港
内
遊
覧
船
一

周
↓
高
島
桟
橋
↓
横
浜
駅
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
（
筆
者
波
線
）。

　

港
内
遊
覧
船
が
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
、
鶴

見
方
面
（
波
線
部
）
は
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
所
要
時
間
は
約
四

時
間
半
も
し
く
は
約
三
時
間
半
と
な
る
。
神

奈
川
県
庁
や
生
糸
検
査
所
が
抜
け
た
が
、
コ
ー

ス
は【
図
二
】と
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
印
刷
物
に
は
路
線
図
は
な
い
が
、
市
域

全
体
の
広
域
を
取
り
上
げ
た
市
内
観
光
案
内

図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（【
図
三
】）。

＊

　

さ
て
、
注
目
し
た
い
の
は
、
当
室
の
所
在

す
る
野
毛
山
地
区
（
西
区
老
松
町
）
で
あ
る
。

映
ゆ
る
白
き
大
理
石
立
つ
外
人
墓
地
を
抜

け
―
更
に
我
が
国
最
初
の
競
馬
場
た
る
根

岸
レ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
―
こ
れ
よ
り

不
動
坂
を
下
り
海
を
眺
め
つ
ゝ
ド
ラ
イ
ブ

し
英
照
皇
太
后
の
行
啓
に
栄
あ
る
杉
田
梅

林
を
探
訪
し
―
屏
風
ヶ
浦
の
称
あ
る
風
光

明
媚
な
海
辺
を
快
走
し
つ
ゝ
―
本
牧
三
溪

園
に
日
本
古
来
の
和
式
公
園
を
知
り
―
八

聖
殿
を
参
観
し
―
更
に
天
下
の
臨
海
山
下

公
園
を
周
遊
―
巨
船
の
連
泊
す
る
大
桟
橋

を
見
学
―
万
国
橋
を
経
て
弘
明
寺
観
音
に

詣
で
―
更
に
児
童
遊
園
地
に
遊
び
―
開
港

に
名
も
高
き
本
覚
寺
に
参
詣
し
―
史
蹟
に

著
名
な
生
麦
事
件
ノ
碑
を
右
に
見
て
―
禅

宗
大
本
山
た
る
総
持
寺
に
詣
り
―
京
浜
間

の
遊
園
地
花
月
園
を
最
後
と
し
発
駅
に
帰

着
す
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
横
浜
観
光
が
、
近
年
の
そ
れ
と
大

き
く
違
う
の
は
、
後
者
が
港
に
周
遊
コ
ー
ス

を
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
市
域
全

般
の
地
理
と
歴
史
を
広
く
見
る
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
点
で
あ
ろ
う
（
＊
当
時
の
市
域
は
現

在
の
鶴
見
・
神
奈
川
・
西
・
中
・
南
・
保
土

ケ
谷
・
磯
子
区
な
ど
）。

　

市
営
遊
覧
バ
ス
の
運
行
は
戦
争
の
影
響
で

二
年
後
に
休
止
さ
れ
る
が
、
戦
後
の
一
九
五
三

（
昭
和
二
八
）
年
に
復
活
す
る
。【
図
二
】
は

当
時
、
交
通
局
が
発
行
し
た
観
光
案
内
に
掲

載
さ
れ
た
、
そ
の
路
線
図
で
あ
る
。
経
由
地

を
周
遊
す
る
順
番
に
抜
き
出
す
と
、
①
横
浜

駅
②
生
麦
事
件
の
碑
③
総
持
寺
・
花
月
園
競

輪
場
④
市
役
所
⑤
野
毛
山
動
物
園
⑥
野
毛
山

遊
園
地
⑦
神
奈
川
県
庁
⑧
開
港
記
念
会
館
⑨

横
浜
平
和
球
場
・
中
華
街
⑩
外
人
墓
地
⑪
旧

根
岸
競
馬
場
⑫
三
溪
園
⑬
八
聖
殿
⑭
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
山
下
公
園
⑮
〔
大
桟
橋
〕

⑯
生
糸
検
査
場
⑰
桜
木
町
駅
と
な
る
。
つ
ま

り
、
横
浜
駅
前
か
ら
ま
ず
鶴
見
方
面
へ
向
か

い
、
横
浜
駅
前
に
戻
る
と
野
毛
山
を
経
て
関

内
に
抜
け
、
中
華
街
か
ら
山
手
の
外
国
人
墓

地
、
根
岸
の
競
馬
場
跡
、
本
牧
の
三
溪
園
と

八
聖
殿
を
巡
り
、山
下
公
園
、大
桟
橋
を
経
て
、

桜
木
町
駅
に
戻
っ
て
来
る
。

　

こ
の
印
刷
物
に
は
「
市
内
観
光
」
と
題
し
て
、

基
本
的
な
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

生
麦
事
件
碑
に
旧
幕
時
代
を
追
想

し
、
山
手
に
外
人
墓
地
を
訪
ね
て
エ
キ
ゾ

テ
ィ
ッ
ク
な
叙
情
に
浸
り
、
あ
や
し
き
ま

で
に
明
媚
な
三
溪
園
は
暫
し
散
策
し
て
国

宝
三
重
宝
塔
な
ど
を
鑑
賞
、
現
代
日
本
の

代
表
的
通
商
貿
易
港
の
大
桟
橋
に
出
船
入

船
の
に
ぎ
わ
い
を
満
喫
す
る
な
ど
、
三
時

間
三
十
分
に
余
る
全
コ
ー
ス
を
優
秀
な
ロ

戦
前
か
ら
公
園
と
し
て
遊
覧
コ
ー
ス
に
組
み

込
ま
れ
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
は

日
本
貿
易
博
覧
会
（
神
奈
川
県
・
横
浜
市
主
催
）

の
会
場
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）

年
に
は
野
毛
山
遊
園
地
・
動
物
園
が
開
園
し

た
。
巻
頭
の
鳥
瞰
図
は
そ
の
頃
に
発
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
＊
作
者
は
吉
田
初
三
郎
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
が
、
明
記
さ
れ
て

い
な
い
）。
大
き
な
観
覧
車
と
象
の
姿
の
描
か

れ
た
野
毛
山
が
ひ
と
き
わ
強
調
し
て
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
は
、
筆
者
だ
け
だ
ろ

う
か
。

　

ま
た
、【
図
三
】
で
も
掃
部
山
地
区
（
西
区

紅
葉
ケ
丘
）
と
連
続
し
な
が
ら
、
関
内
地
区

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
ぎ
や
か
な
イ
ラ
ス
ト
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
刷
物
を
含
め
、

昭
和
三
〇
年
代
の
観
光
案
内
で
は
野
毛
山
を

次
の
通
り
説
明
し
て
い
る
。

野
毛
山
遊
園
地
、
動
物
園
市
街
か
ら
港
を

一
望
出
来
る
野
毛
山
は「
港
の
見
え
る
丘
」

と
し
て
親
し
ま
れ
る
が
、
頂
上
か
ら
中
腹

に
か
け
て
、
遊
園
地
と
動
物
園
が
施
設
を

豊
か
に
備
え
て
い
る
。

「
ヨ
コ
ハ
マ
観
光
地
図
」
横
浜
市
経
済
局

貿
易
観
光
課

野
毛
山
遊
園
地
（
西
区
老
松
町
）　

市
電

＝
野
毛
山
遊
園
地
前
、
市
バ
ス
＝
野
毛
山

動
物
園
前　

市
街
と
港
を
一
望
で
き
る
野

毛
山
は
、
頂
上
か
ら
中
部
25
平
方
粁
に
遊

園
地
と
動
物
園
と
が
あ
り
、
各
種
の
珍
し

い
動
物
と
い
ろ
い
ろ
な
遊
技
物
が
あ
っ

て
、
子
供
の
楽
天
地
を
形
成
し
て
い
る
。

 ●横浜観光と野毛山

図２　「定期市内観光バス御案内図」
「横浜YOKOHAM」横浜市交通局（1953年）挿図、横浜市史資料室所蔵
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野
毛
山
は
市
内
遊
覧
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

行
楽
と
眺
望
の
期
待
さ
れ
た
、
目
玉
と
な
る

場
所
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
事
情
が
変

わ
る
よ
う
で
あ
る
。【
図
四
】は
一
九
六
五（
昭

和
四
〇
）
年
に
作
成
さ
れ
た
定
期
遊
覧
バ
ス

又
、
野
毛
山
公
園
一
帯
は
桜
の
名
所
で
春

は
花
見
で
賑
い
、
附
近
に
は
市
営
プ
ー
ル

と
市
立
図
書
館
が
あ
る
。

「
ヨ
コ
ハ
マY

O
K
O
H
A
M
A

」
横
浜
市

経
済
局
貿
易
観
光
課

の
チ
ラ
シ
で
あ
る
。
磯
子
区
の
汐
見
台（
団
地
）

ま
で
コ
ー
ス
が
延
び
、
ま
た
、
港
の
見
え
る

丘
公
園
（
中
区
山
手
町
）
が
新
た
な
遊
覧
場

所
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
野
毛
山
は
外
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

（
＊
以
後
、
定
期
観
光
バ
ス
の
遊
覧
コ
ー
ス
に

入
る
こ
と
は
な
い
）。
遊
園
地
が
閉
鎖
さ
れ
、

動
物
園
も
珍
し
い
施
設
で
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
港
や
市
街
の
眺
望
場
所

と
し
て
の
地
位
を
山
手
地
区
に
譲
っ
た
こ
と

が
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
か
。

　

新
た
に
加
わ
っ
た
「
団
地
」
は
す
ぐ
に
コ
ー

ス
か
ら
外
れ
、
鶴
見
方
面
も
一
九
七
七
（
昭

和
五
二
）
年
に
外
れ
て
し
ま
う
。
遊
覧
バ
ス

の
ル
ー
ト
か
ら
見
た
場
合
の
横
浜
観
光
は
、
市

域
の
地
理
と
歴
史
を
知
る
こ
と
か
ら
、
港
の

周
遊
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
そ

ん
な
流
れ
の
中
で
、
野
毛
山
地
区
は
、
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
よ
っ
て
実
際
に
眺
望
が
失

わ
れ
る
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら

だ
が
、
図
書
館
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
観

光
客
よ
り
も
市
民
が
日
常
的
に
訪
れ
る
場
所

に
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。（

岡
田　

直
）

●横浜観光と野毛山

図３　昭和30年代の横浜市内の観光案内図（部分）
「ヨコハマYOKOHAMA」横浜市経済局貿易観光課（1960年頃）挿図　横浜市史資料室所蔵

図４　「海と陸を結ぶ遊覧コース！」（チラシ）
横浜市交通局（1965年）、横浜都市発展記念館所蔵
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昭
和
初
期
、
都
筑
郡 

　

田
奈
村
の
農
業
生
産

〜
「
経
済
更
生
基
本
調
査
書
」
か
ら
〜

　

田
奈
村
（
現
青
葉
区
・
緑
区
）
は
、
都
筑

郡
恩
田
村
・
奈
良
村
・
長
津
田
村
が
合
併
し

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
設
立
さ
れ

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
横
浜
市
と
合

併
し
た
。
現
在
の
横
浜
市
北
部
、
川
崎
市
や

町
田
市
に
接
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
田
奈

村
の
昭
和
初
期
の
農
業
に
つ
い
て
、
国
の
政

策
に
基
づ
き
一
九
三
二
年
に
始
め
ら
れ
た
神

奈
川
県
の
補
助
事
業
「
農
山
村
経
済
更
生
事

業
」
に
お
け
る
指
定
村
の
基
礎
資
料
か
ら
紹

介
す
る
。

　

田
奈
村
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年

に
経
済
更
生
村
に
指
定
さ
れ
経
済
更
生
基
本

調
査
書
が
作
成
さ
れ
た
。

　

当
時
の
田
奈
村
は
、
昭
和
恐
慌
に
よ
る
農

村
不
況
の
影
響
か
ら
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
。

同
資
料
後
半
の
「
計
画
書
」
冒
頭
に
は
「
本

村
ニ
於
ケ
ル
農
家
ハ
元
来
養
蚕
収
入
ヲ
以
テ

生
計
費
ノ
大
部
分
ニ
充
ツ
ル
者
多
シ
為
メ
ニ
、

昭
和
五
年
来
襲
ヒ
来
リ
タ
ル
糸
価
ノ
惨
落
、
加

フ
ル
ニ
之
レ
ニ
附
随
セ
ル
各
種
農
産
物
価
ノ

暴
落
ハ
〔
略
〕
村
全
面
的
ニ
見
ル
ニ
甚
ダ
シ

ク
収
支
ノ
均
衡
ヲ
欠
ク
ノ
状
況
ニ
シ
テ
、
農

業
外
ノ
収
入
ヲ
除
外
セ
シ
カ
其
財
政
全
ク
危

態
ニ
瀕
ス
」
と
あ
り
、
養
蚕
主
体
の
農
家
経

済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
。

　

作
成
さ
れ
た
「
昭
和
十
年
度
指
定
経
済
更

生
基
本
調
査
書
」
に
は
、
地
図
・
沿
革
・
地
勢
・

気
候
・
交
通
・
人
口
戸
数
職
業
・
土
地
・
労

力
・
農
具
・
共
同
設
備
・
収
支
状
況
・
雑
の

目
次
で
経
済
更
生
計
画
を
立
案
す
る
際
の
基

礎
デ
ー
タ
を
収
録
し
、
末
尾
の
「
田
奈
村
経

済
更
生
計
画
書
」
の
基
礎
と
な
っ
た
。
な
お

数
値
の
年
代
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ

前
年
の
一
九
三
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

田
奈
村
の
概
要

　

田
奈
村
は
、
村
中
央
部
に
恩
田
川
（
鶴
見

川
上
流
）
が
流
れ
、
同
様
に
省
線
横
浜
線
が

走
り
長
津
田
駅
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
道
路

で
は
東
京
方
面
か
ら
「
南
青
山
往
還
」（
大
山

街
道
）、
長
津
田
駅
近
辺
か
ら
北
西
に
「
長
津

田
停
車
場
日
野
線
」、
ま
た
中
里
村
方
面
か
ら

恩
田
川
流
域
を
東
西
に
通
り
東
京
府
南
多
摩

郡
南
村
へ
の
「
川
崎
町
田
線
」
の
県
道
（
府

県
道
）
が
通
っ
て
い
た
。
近
隣
各
地
へ
の
所

要
時
間
は
、
鉄
道
で
は
長
津
田
駅
か
ら
横
浜

に
は
三
〇
分
、
厚
木
町
（
省
線
・
小
田
急
）

三
五
分
、
八
王
子
市
四
〇
分
、
東
京
五
五
分

等
で
あ
り
、道
路
で
は
横
浜
中
央
市
場
（
五
里
）

に
は
自
動
車
で
一
時
間
、
東
京
神
田
市
場
（
九

里
）
同
二
時
間
、
近
隣
の
川
向
青
物
市
場
（
二

里
）
に
は
牛
車
で
一
時
間
三
〇
分
で
あ
っ
た
。

　

人
口
（
一
九
三
四
年
）
は
、
現
住
戸
数

七
八
三
戸
、男
二
三
八
三
人
、女
二
二
八
八
人
、

計
四
六
七
一
人
で
一
〇
年
前
と
比
較
す
る
と

七
〇
戸
・
四
三
七
人
の
増
加
で
あ
っ
た
。
職

業
別
戸
数
で
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
農
業
で

あ
っ
た
が
、
工
業
四
パ
ー
セ
ン
ト
・
商
業
一
二

パ
ー
セ
ン
ト
・
そ
の
他
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
あ

り
、
恐
ら
く
は
長
津
田
駅
近
辺
を
中
心
に
農

業
以
外
の
戸
数
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
も
っ
と
も
こ
の
内
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

は
農
業
兼
業
で
あ
っ
た
。
専
兼
合
計
の
農
業

戸
数
は
五
四
五
戸
と
な
り
、
兼
業
率
は
一
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
都
筑
郡
平
均
よ
り
数
パ
ー
セ

ン
ト
低
い
程
度
で
あ
っ
た
。

土
地
所
有
と
経
営

　

田
奈
村
の
私
有
・
公
有
の
地
目
別
面
積
を

み
る
と
、
約
五
割
が
山
林
、
田
は
一
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
畑
は
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
宅
地
は

四
パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
、
村
の
半
分
は
山
林
が

占
め
耕
地
で
は
畑
勝
ち
で
、
田
は
恩
田
川
の

流
域
と
谷
戸
田
で
あ
っ
た
。

　

農
業
の
自
作
小
作
の
別
で
は
、
小
作
四
六

戸
・
自
小
作
三
五
四
・
自
作
五
六
・
自
作
地

主
八
九
と
な
り
自
小
作
が
六
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
多
く
、
こ
の
一
〇
年
前
（
一
九
二
九
年
）

も
自
小
作
が
一
番
多
か
っ
た
が
、
自
作
が
減

少
し
自
小
作
が
二
割
ぐ
ら
い
増
加
し
て
い
る
。

　

所
有
規
模
・
耕
作
規
模
を
見
る
と
（
表
１
）、

田
畑
所
有
者
は
四
五
五
戸
あ
り
、
計
算
上
、

専
兼
農
家
の
九
〇
戸
は
田
畑
無
所
有
で
あ
り
、

ま
た
専
業
の
二
五
戸
が
無
所
有
と
な
る
。
山

林
の
所
有
者
は
も
っ
と
少
な
く
三
六
六
戸
で
、

や
は
り
五
反
歩
未
満
が
半
数
で
あ
っ
た
。
耕

作
規
模
で
は
一
町
歩
以
上
が
一
番
多
く
四
割

と
な
り
、
つ
い
で
五
反
歩
以
上
、
二
町
歩
以

上
と
な
り
、
所
有
と
の
差
は
小
作
地
で
埋
め

ら
れ
た
。
五
反
歩
未
満
は
六
八
戸
と
ほ
ぼ
兼

業
農
家
数
と
同
じ
な
の
で
、
こ
の
層
は
大
多

数
が
兼
業
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
所
有
と
耕
作

の
傾
向
は
一
九
二
〇
年
と
基
本
的
に
変
わ
ら

な
い
が
、
二
〇
年
と
比
較
す
る
と
、
五
反
歩

未
満
と
五
反
歩
以
上
の
耕
作
戸
数
が
増
加
し
、

二
町
歩
以
上
の
耕
作
戸
数
が
減
少
し
て
い
る

（『
神
奈
川
県
都
筑
郡
統
計
書
』）。

地
目
・
種
類
別
自
小
作
別
経
営
面
積

　

田
は
一
六
七
町
一
反
あ
り
、
う
ち
自
作
が

八
〇
町
二
反
（
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
）、
小
作
が

八
六
町
九
反
（
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ

五
割
ず
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

畑
は
自
作
が
若
干
上
ま
わ
り
二
四
二
町
程

（
五
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）、
小
作
が
二
〇
七
町

（
四
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

 ●昭和初期、都筑郡田奈村の農業生産

表１　土地所有面積別・耕作面積別戸数

図１　田奈村略図
元図：「経済更生基本調査書」。

三
八

御
野
立
所
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内
訳
は
普
通
畑
二
六
六
町
八
反
（
自
五
三
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
小
四
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）、

桑
園
一
五
六
町
七
反
（
自
五
二
・
六
、
小

四
七
・
四
）、
果
樹
園
二
〇
町
（
自
七
五
・
〇
、

小
二
五
・
〇
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
都
筑
郡
全
体

で
は
自
作
が
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
作
が
五
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
合
計
・
田
畑
共
に
小
作
地
の

方
が
割
合
が
高
く
、
そ
の
中
で
畑
の
自
作
割
合

が
高
い
こ
と
は
田
奈
村
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
ぎ
に
林
野
竹
林
に
つ
い
て
み
る
と
、
林

野
は
用
材
林
が
二
六
一
町
、
薪
炭
林
三
九
一

町
五
反
で
約
六
割
が
薪
炭
林
で
あ
っ
た
。
竹

林
は
一
二
町
弱
で
孟
宗
竹
林
八
町
一
反
、
苦

竹
林
二
町
七
反
な
ど
で
、
孟
宗
竹
林
の
う
ち

二
町
三
反
は
小
作
地
で
あ
っ
た
。

農
業
等
の
生
産
状
況

　

次
ぎ
に
田
畑
・
養
蚕
・
畜
産
・
林
野
竹
林

の
産
物
等
、
田
奈
村
の
生
産
に
つ
い
て
見
て

い
こ
う
。
表
２
は
「
収
支
状
況
」
の
「
㈠
収
入
」

の
う
ち
「（
イ
）
生
産
販
売
価
格
」
を
示
す
表

に
な
る
。
こ
の
表
に
よ
り
種
類
ご
と
に
見
て

い
く
。

　
　
　
　

普
通
作
物

　

普
通
作
物
に
は
水
田
に
お
け
る
米
と
畑
作

の
穀
物
類
・
甘
藷
が
あ
る
。
先
ず
水
稲
は
田

一
五
六
五
反
で
栽
培
さ
れ
、
二
九
七
四
石
の
収

穫
高
で
あ
り
、
反
収
は
一
石
九
斗
で
あ
っ
た
。

二
毛
作
は
少
な
く
、
二
毛
作
可
能
が
二
二
五

反
、
二
毛
作
を
行
っ
て
い
る
面
積
は
一
三
五
反

の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
都
筑
郡
の
二
毛

作
率
よ
り
も
少
し
上
で
あ
っ
た
。
収
穫
さ
れ

た
米
の
う
ち
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
一
九
八

石
を
自
家
で
消
費
し
、
残
り
の
七
七
六
石
が

販
売
さ
れ
、
価
格
は
一
万
八
〇
九
六
円
と
な
っ

た
。
専
兼
農
家
一
戸
当
り
の
自
家
消
費
は
約

四
石
と
な
り
、
全
部
が
自
家
食
糧
と
な
っ
た

と
し
て
も
同
村
の
平
均
一
戸
当
り
人
数
の
六
・

三
人
分
に
は
不
足
し
、
こ
の
分
を
購
入
か
他

の
穀
物
類
等
で
補
う
こ
と
と
な
る
。

　

畑
作
の
普
通
作
物
で
は
、
小
麦
が
栽
培
面

積
一
六
三
七
反
と
一
番
多
く
、
収
穫
の
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
販
売
し
二
万
三
〇
〇
〇
円
の

販
売
額
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
甘
藷
の
販
売
額

が
大
き
く
両
者
で
五
割
を
超
え
て
い
る
。
甘

藷
も
販
売
割
合
が
六
割
を
超
え
て
い
た
。
一

方
、
陸
稲
・
大
麦
・
稞
麦
は
自
家
消
費
が
六

割
を
超
え
、
水
稲
と
合
わ
せ
て
主
食
用
が
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

●昭和初期、都筑郡田奈村の農業生産

表２　田奈村の農業生産

　注：省略した備考欄には、「柿」の項に「隔年ニ付多額ヲ記入ス」、「桑園」項に「春三七七五八〇 秋一一八一六七」とある。
　　　単位は、それぞれの欄に付された単位が優先する。
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蔬　

菜

　

蔬
菜
は
畑
作
普
通
作
物
と
比
較
し
て
栽
培

面
積
が
小
さ
く
販
売
額
も
低
い
。
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
の
都
筑
郡
全
体
で
は
、
農
産
額
に

占
め
る
蔬
菜
花
卉
は
二
割
程
で
あ
る
が
、
田

奈
・
岡
上
・
中
里
は
一
割
未
満
で
蔬
菜
花
卉

の
栽
培
が
少
な
い
村
で
あ
っ
た
。
一
方
、
郡

内
で
は
四
割
弱
の
新
田
村
や
三
割
強
の
都
岡

村
な
ど
蔬
菜
花
卉
栽
培
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
（『
神
奈
川
県
統
計
書
』）。

　

田
奈
村
で
は
、
こ
の
よ
う
に
生
産
額
が
少

な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
で
販
売
割
合
が
一
〇

割
の
苺
、
九
割
を
超
え
る
西
瓜
と
い
っ
た
嗜

好
品
と
し
て
消
費
を
さ
れ
る
も
の
と
豌
豆
・

蚕
豆
の
販
売
額
が
高
い
。

　

そ
の
他
、
蔬
菜
分
類
に
入
っ
て
い
る
イ
モ

類
（
里
芋
・
馬
鈴
薯
）
や
大
根
、
茄
子
、
胡

瓜
が
統
計
に
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自

家
消
費
率
が
六
割
か
ら
八
割
と
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

甘
藷
や
馬
鈴
薯
は
、
横
浜
市
合
併
直
後
に

は
「〔
市
内
西
北
丘
陵
地
帯
の
〕
畑
地
に
は
夏

作
の
陸
稲
の
外
甘
藷
、
馬
鈴
薯
等
の

作
付
相
当
に
多
く
、
主
産
地
は
中
和

田
、
瀬
谷
、
田
奈
地
方
で
其
産
額
多

額
に
昇
り
、且
つ
品
質
は
遠
く
関
西
、

北
海
道
方
面
に
迄
知
ら
れ
て
居
る
」

と
評
さ
れ
て
い
る
（『
横
浜
市
農
政

概
要
』
一
九
三
九
年
）。

　
　
　
　

果　

樹

　

果
樹
で
は
、
柿
が
果
樹
の
販
売
額

の
九
割
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
価
格

は
小
麦
や
水
稲
と
同
等
で
あ
る
。
し

か
し
、
資
料
に
は
「
隔
年
に
付
多
額

を
記
入
す
」
と
あ
り
、
こ
の
三
四
年
は
「
当

た
り
年
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
『
横

浜
市
農
政
概
要
』
に
は
、
柿
は
横
浜
市
の
特
産

果
実
で
新
市
域
に
多
く
、
品
種
は
禅
寺
丸
と

富
有
が
主
で
、そ
の
う
ち
港
北
区
（
旧
都
筑
郡
）

で
は
禅
寺
丸
が
多
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
柿
と
前
出
の
苺
は
田
奈
村
出
荷
組
合

に
お
い
て
共
同
出
荷
を
行
っ
て
い
た
。

　
　
　
　

養　

蚕

　

養
蚕
は
、
大
多
数
は
春
蚕
（
五
〜
六
月
）・

初
秋
蚕
（
八
月
）・
晩
秋
蚕
（
九
月
）
と
三

回
行
わ
れ
（『
続
田
奈
の
郷
土
誌
』）、
総

農
家
戸
数
五
四
五
戸
の
う
ち
七
〜
九
割
近

い
農
家
が
養
蚕
を
行
っ
て
い
る
。
掃
立
数

量
は
、
春
蚕
二
万
四
二
四
七
グ
ラ
ム
、
初

秋
蚕
一
万
四
七
五
〇
グ
ラ
ム
、
晩
秋
蚕

一
万
二
〇
五
〇
グ
ラ
ム
で
、
こ
の
収
繭
量
は

一
万
九
五
三
七
貫
、
販
売
量
は
一
万
八
二
八
一

貫
と
な
り
、
販
売
額
の
六
万
四
九
三
〇
円
は

普
通
作
物
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
最
初
に
述

べ
た
一
九
三
〇
年
の
生
糸
価
格
の
暴
落
、
そ

れ
に
伴
う
繭
価
の
暴
落
、
以
後
の
価
格
低
迷

と
い
う
昭
和
恐
慌
期
の
打
撃
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
養
蚕
は
田
奈
村
農
家
の
主
要
産
業
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
養
蚕
の
た
め
の
桑
園
は
一
五
六
七
反

と
な
り
、
四
九
万
五
七
四
七
貫
の
収
穫
量
が

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
の
養
蚕
に

使
用
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
養
蚕
業
の
改
良
等
を
目
的
と
し

た
養
蚕
実
行
組
合
は
、
村
内
に
一
三
組
合
が

組
織
さ
れ
て
四
〇
〇
戸
が
加
入
し
て
い
た
。

　
　
　
　

畜　

産

　

横
浜
市
合
併
直
後
を
示
す
図
２
で
は
、
養

鶏
と
養
豚
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
産

地
の
ひ
と
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　

養
豚
は
五
〇
〇
頭
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

肉
用
・
子
豚
と
し
て
四
〇
〇
頭
が
販
売
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
販
売
額
一
万
一
二
〇
〇
円
は

蔬
菜
合
計
と
匹
敵
し
て
い
る
。
養
豚
農
家
は

四
六
五
戸
あ
っ
て
、
一
戸
当
り
一
〜
二
頭
の

飼
育
で
あ
り
、
横
浜
市
内
飼
養
頭
数
の
三
分

の
二
を
占
め
る
農
家
副
業
に
よ
る
飼
養
の
標

準
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
飼
養
者

の
無
智
識
に
し
て
、
技
術
の
拙
劣
に
よ
り
来

る
損
失
尠
か
ら
ず
」、「
種
類
の
改
良
、
飼
養

管
理
の
点
に
聊
か
非
難
す
る
の
憾
み
あ
り
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
（『
横
浜
市
農
政
概
要
』）。

　

養
鶏
で
は
鶏
一
〇
八
〇
羽
が
飼
育
さ
れ
て

お
り
、
九
三
九
貫
の
鶏
卵
が
収
穫
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
の
九
割
以
上
が
販
売
さ
れ
、

一
一
二
〇
円
の
販
売
額
で
あ
っ
た
。
養
鶏
戸
数

の
記
載
は
無
い
が
、
た
と
え
ば
長
津
田
で
は

「
大
正
か
ら
昭
和
の
日
中
戦
争
に
入
る
頃
ま
で

は
、
ど
こ
の
家
に
も
鶏
が
飼
わ
れ
て
」
お
り
、

「
五
、六
羽
か
ら
せ
い
ぜ
い
一
〇
羽
ど
ま
り
で
、

は
な
し
飼
い
」
と
あ
り
、
農
家
副
業
と
し
て

の
養
鶏
で
あ
っ
た
（『
大
正
昭
和
激
変
の
庶
民

生
活
史
』）。

　

そ
の
他
、
牛
は
七
〇
戸
で
七
五
頭
が
飼
養

さ
れ
、肉
用
と
し
て
五
頭
が
販
売
さ
れ
た
。「
計

画
書
」
を
み
る
と
、「
従
来
運
搬
用
ニ
ノ
ミ
使

役
サ
ル
ヽ
鮮
牛
ヲ
犂
耕
並
ニ
畜
力
機
利
用
等

ニ
依
リ
利
用
範
囲
ヲ
拡
張
」
と
あ
り
、
牛
は

運
搬
用
に
主
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
馬
を
飼
養
し
て
い
る
家
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

林　

産

　

林
産
品
で
販
売
金
額
が
大
き
い
の
は
木

炭
が
あ
り
、
三
万
八
四
〇
〇
貫
を
生
産
し
、

自
家
消
費
は
一
万
一
二
五
〇
貫
、
販
売
は

二
万
九
一
五
〇
貫
、
五
四
三
〇
円
の
販
売
額

で
あ
っ
た
。

　

木
材
で
は
松
と
杉
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

計
約
三
六
〇
〇
円
の
販
売
額
で
あ
っ
た
。

　

竹
関
係
で
は
、
横
浜
市
北
部
が
産
地
の

●昭和初期、都筑郡田奈村の農業生産

図２「横浜市農産物分布図」の田奈辺り
元図： 『横浜市農政概要』昭和十四年版（横浜市
産業部）1940年、色刷り附図。米・麦・甘藷・
馬鈴薯・苺・柿・養蚕・養鶏・養豚が描かれている。

写真１　田奈の苺共同出荷
出典:『横浜市農政概要』昭和十四年版（横浜市産業部）1940年。

田奈の柿「禅寺丸」の共同出荷
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筍
を
田
奈
村
で
も
生
産
し
て
お
り
、
収
穫
高

五
〇
〇
〇
貫
の
う
ち
三
五
〇
〇
貫
が
販
売
さ

れ
八
七
五
円
の
販
売
額
が
あ
り
、
そ
の
他
、

竹
材
や
飾
竹
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
他
に
副
業
と
し
て
販
売
額
一
五
〇
〇

円
の
藁
細
工
や
芝
・
茶
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
農
業
等
の
収
入
（
販
売
額
）
は
合

計
一
八
万
六
四
八
四
円
と
な
っ
た
。

農
業
外
収
入

　

次
ぎ
に
農
業
外
収
入
を
見
て
い
こ
う
。
農

業
外
収
入
は
二
一
万
七
〇
四
四
円
あ
り
農
業

等
の
収
入
を
超
え
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
、
俸
給
が
九
万
四
二
七
〇
円

と
四
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
商
工
業
純
益

金
二
万
八
四
七
七
円
（
一
三
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
）、
預
金
利
子
二
万
六
九
九
六
円
（
一
二
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
）、
小
作
料
二
万
四
〇
三
三
円

（
一
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
収
入
合
計
は
四
〇
万
三
五
二
八

円
と
な
っ
た
。

農
業
関
係
等
支
出

　

農
業
関
係
等
支
出
で
は
、
先
ず
金
肥
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
金
肥
は
合
計
四
一
万
三
三
一
二

貫
・
三
万
四
四
六
〇
円
、
一
反
当
り
五
円
五
八

銭
、
農
家
一
戸
当
り
六
三
円
二
三
銭
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
内
訳
は
、
数
量
で
は
人
糞
尿
が

六
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
の
量
を
占

め
、
他
は
一
割
未
満
で
あ
っ
た
。
金
額
で

は
二
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
完
全
肥
料
が
高

く
、
次
い
で
硫
安
一
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
糠

一
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
過
燐
酸
石
灰
一
〇
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
が
一
割
を
超
え
て
い
た
。
完
全

肥
料
と
は
植
物
の
三
大
栄
養
素
で
あ
る
窒
素
・

燐
酸
・
加
里
を
含
ん
だ
多
種
多
様
の
配
合
肥

料
の
こ
と
で
あ
る
。
化
学
肥
料
は
普
及
途
上

で
あ
り
、
コ
ス
ト
が
低
い
人
糞
尿
が
大
量
に

利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

租
税
公
課
負
担
で
は
、
国
県
村
税

三
万
五
三
四
五
円
九
四
銭
、
そ
の
他
、
農
会
・

農
事
実
行
組
合
・
養
蚕
実
行
組
合
の
農
業
関
係

団
体
の
会
費
、
部
落
費
で
計
三
万
七
二
四
九

円
九
四
銭
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
生
産
費
と
し
て
支
払
小
作
料

一
万
一
三
一
五
円
、
種
苗
代
二
九
九
〇
円
、
農

用
薬
剤
代
六
五
七
円
、
出
荷
運
賃
一
六
二
六

円
、
出
荷
容
器
代
八
三
六
円
、
農
具
代
修
繕

代
二
七
一
一
円
、
飼
料
代
一
万
二
五
〇
九
円
、

雇
人
料
五
八
二
四
円
等
、
計
三
万
九
一
七
三

円
が
あ
っ
た
。
村
全
体
と
し
て
は
、
支
払
小

作
料
は
収
入
小
作
料
の
五
割
弱
で
あ
っ
た
。

生
活
費

　

生
活
費
は
支
出
の
七
割
を
占
め
て
い
る
。

　

食
費
は
六
万
八
八
一
一
円
一
二
銭
で
、
こ

の
う
ち
四
割
弱
が
米
で
あ
っ
た
。
消
費
量
は

一
一
四
八
石
で
、
先
の
自
家
消
費
分
と
合
計

し
て
も
人
口
一
人
当
り
一
石
に
届
か
な
い
量

で
あ
っ
た
。
次
い
で
酒
の
支
出
が
多
い
。
衣

服
や
小
間
物
類
に
は
二
万
六
〇
六
六
円
、
娯

楽
（
煙
草
・
観
劇
・
玩
具
・
旅
行
等
）
に

二
万
二
七
六
〇
円
、
利
子
支
払
二
万
二
五
一
六

円
、計
二
四
万
九
四
〇
七
円
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。

収　

支

　

収
入
は
農
業
収
入
一
八
万
六
四
八
四

円
、
農
業
外
収
入
二
一
万
七
〇
四
四
円
、

合
計
四
〇
万
三
五
二
八
円
、
支
出
は
金

肥
三
万
四
四
六
〇
円
、
租
税
公
課
負
担

三
万
七
二
四
九
円
九
四
銭
、
そ
の
他
生
産
費

三
万
九
一
七
三
円
、
生
活
費
二
四
万
九
四
〇
七

円
二
〇
銭
、
合
計
三
六
万
〇
二
九
〇
円
一
四

銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
差
引
は
四
万
三
二
三
七

円
八
六
銭
と
な
り
、
一
戸
当
り
五
八
円
五
九

銭
の
余
剰
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
村
内
平
均
の
数
値
で
あ
り
、
土
地
所
有
で

見
た
よ
う
に
多
く
の
五
反
未
満
層
で
は
小
作

料
を
支
出
す
る
ば
か
り
と
な
る
な
ど
、
そ
の

経
営
は
苦
し
い
も
の
と
な
る
。

経
済
更
生
計
画
書

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
基
礎
と
し
て
作
成
さ
れ

た
「
経
済
更
生
計
画
書
」
で
は
、
先
ず
耕
地

計
画
と
し
て
「
農
業
経
営
上
最
モ
重
大
ナ
ル

関
係
ヲ
有
ス
ル
」
道
路
改
修
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
他
に
河
川
溝
渠
改
修
が
計
画
さ
れ
た
。

食
糧
農
産
物
の
改
善
で
は
水
稲
・
陸
稲
・
麦
類
・

柿
・
蔬
菜
類
（
甘
藷
・
西
瓜
等
）
の
増
収
を

計
画
、
畜
産
改
良
で
は
朝
鮮
牛
・
豚
の
増
殖
、

桑
蚕
改
善
で
は
桑
園
や
養
蚕
の
改
良
、
そ
の

他
、
林
産
品
や
副
業
の
増
産
な
ど
数
々
の
増

産
改
良
を
計
画
し
、
生
活
費
等
の
経
費
削
減

と
し
て
は
自
家
用
醤
油
醸
造
、
自
給
肥
料
へ

の
転
換
な
ど
や
、
販
売
統
制
や
物
資
配
給
な

ど
を
行
い
、
ま
た
衣
食
住
な
ど
の
社
会
生
活

改
善
な
ど
経
済
・
生
活
全
般
に
関
わ
る
計
画

を
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
り
一
戸
当
り
五
九
円
ほ
ど
の
収
益
か

ら
九
九
円
ほ
ど
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
計
画
が
樹
立
さ
れ
て
間
も
な
く

横
浜
市
と
の
合
併
の
話
と
な
り
、
合
併
直
前

ま
で
反
対
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に

は
一
九
三
九
年
四
月
一
日
、
新
治
村
等
の
都

筑
郡
の
町
村
や
戸
塚
町
等
の
鎌
倉
郡
の
町
村

と
共
に
横
浜
市
と
合
併
し
、
田
奈
村
地
域
は

港
北
区
と
な
っ
た
。
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資
料
室
所
蔵
）。
河
原
春
次
は
一
九
三
八

年
二
月
に
田
奈
村
村
長
と
な
り
、
翌
年
一
月

に
退
任
し
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
三
九
年
一

月
一
二
日
）。

（
百
瀬　

敏
夫
）

●昭和初期、都筑郡田奈村の農業生産

表３　収支
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ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
の 

　

ア
ル
バ
ム
か
ら

は
じ
め
に

　

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
令
和
五
年
度
に

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
展
示
「
横

浜
の
女
性
と
洋
装
」
を
企
画
し
た
。
期
間
中

三
回
の
展
示
会
と
、
市
史
資
料
室
室
内
展
示

「
横
浜
の
洋
装
風
景
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
稿
で
は
、
展
示
で
新
た
に
紹
介
し
た

資
料
の
う
ち
、
ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
の
創
業
者

澁
谷
英
行
の
ご
子
息
吉
彦
氏
か
ら
借
用
し
た

ア
ル
バ
ム
を
取
り
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
英
行

の
義
妹
で
店
を
引
き
継
い
だ
、
勝
瀬
さ
ゆ
み

氏
か
ら
話
を
う
か
が
っ
た
。

ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
と
澁
谷
英
行
の
ア
ル
バ
ム

　

ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
に
つ
い
て
は
、『
市
史
通

信
』
第
四
五
号
お
よ
び
第
四
八
号
で
も
紹
介

し
て
い
る
。
澁
谷
英
行
は
、
父
久
吉
の
仕
事

の
関
係
で
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
生
ま
れ
、
七
歳
の
時
に
日
本
に

来
た
。
そ
し
て
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年

に
父
が
経
営
す
る
シ
ス
タ
ー
洋
装
店
で
働
く

よ
う
に
な
っ
た
。

　

澁
谷
は
戦
時
中
、
四
年
間
徴
用
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
横
浜
大
空
襲
で
店
を
失
っ
た
。
シ

ス
タ
ー
洋
装
店
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）

年
に
、中
区
本
牧
町
で
再
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

澁
谷
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
、
本

郷
町
一
丁
目
に
ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
を
創
業
し
、

独
立
し
た
。

　

借
用
し
た
ア
ル
バ
ム
は
、
澁
谷
が
一
九
五
六

（
昭
和
三
一
）
年
九
月
九
日
に
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
。
内
容
は
、
一
九
五
三
（
昭
和

二
八
）
年
六
月
二
八
日
に
紅
葉
坂
の
婦
人
会

館
で
行
な
わ
れ
た
、
神
奈
川
県
洋
裁
技
能
者

証
書
授
与
式
の
写
真
二
枚
と
、
一
九
五
六
（
昭

和
三
一
）
年
春
か
ら
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）

年
一
月
ま
で
に
、
主
に
澁
谷
が
撮
影
し
た
写

真
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
判
カ
メ
ラ
（
６

×
６
）
で
写
さ
れ
た
写
真
は
、台
紙
に
横
３
列
、

縦
２
列
に
貼
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
多
く

の
写
真
が
失
な
わ
れ
、
几
帳
面
な
文
字
で
書

き
こ
ま
れ
た
説
明
文
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。

当
該
ア
ル
バ
ム
の
現
存
写
真
数
は
、
中
判
カ

メ
ラ
の
も
の
が
六
六
枚
、
そ
の
他
一
五
枚
の

合
計
八
一
枚
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ル
バ
ム
の
な
か
か

ら
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
八

月
の
ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
で
の
仕
事
風

景
、
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｎ

Ｄ
Ｃ
）
シ
ョ
ー
へ
の
参
加
作
品
制
作

風
景
、
同
秋
冬
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、「
自

動
車
と
服
装
の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ウ
」
参
加
作
品
制
作
風
景
な
ど

二
〇
点
と
、
合
わ
せ
て
横
浜
市
史
資

料
室
が
所
蔵
す
る
「
自
動
車
と
服
装

の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
」
カ

タ
ロ
グ
の
掲
載
頁
と
当
日
撮
影
さ
れ
た
写

真
の
二
点
を
紹
介
す
る
。

　

最
初
の
頁
は
「
戦
後
十
一
年
目
の
夏

の
記
録
」
と
し
て
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
八
月
一
九
日
に
撮
影
さ
れ
た
、

写
真
１
「
長
者
町
一
丁
目
接
収
地
」
の
カ

マ
ボ
コ
兵
舎
の
前
を
交
差
す
る
女
性
た
ち

の
写
真
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
「
外
国
車

の
並
ぶ
伊
勢
佐
木
町
入
口
」
な
ど
、
戦
争

の
影
響
が
残
る
風
景
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
復
興
し
た
ボ
ン

グ
ー
洋
装
店
の
活
動
を
見
て
い
き
た
い
。

ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
で
の
仕
事
風
景

　

ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
は
、
二
階
建
て
の
店

で
あ
っ
た
。
一
階
は
接
客
部
分
と
給
湯
室

を
含
む
仕
事
場
、
二
階
は
全
て
仕
事
場
で

あ
る
。
紹
介
す
る
写
真
は
、
店
の
内
部
を

撮
影
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
説
明
文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
写
真
２

「
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
の
マ
ヌ
カ
ン
」、
写
真

３
「
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」、写
真
４
「
衣
裳
棚
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
階
に
あ
り
、
接
客
す
る

場
所
で
あ
る
。
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
（
写

真
２
）
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
通
り
を

行
く
人
た
ち
か
ら
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
最

新
流
行
の
服
を
着
せ
た
マ
ネ
キ
ン
が
見
え

た　

。特
に
夜
は
目
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

店
の
中
に
入
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
の
陳

列
棚
を
備
え
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム（
写
真
３
）

で
あ
る
。
奥
に
は
衣
裳
棚
（
写
真
４
）
を

設
け
て
お
り
、
手
前
に
は
様
々
な
色
や
柄

の
布
が
、
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
右
奥

に
は
、
ド
レ
ス
が
何
着
か
か
か
っ
て
い
る

が
、
Ｌ
字
型
に
カ
ー
テ
ン
を
引
く
と
、
仮

 ●ボングー洋装店のアルバムから

写真１　長者町一丁目接収地（戦後十一年目の
夏の記録）
以下、写真20まで澁谷吉彦氏所蔵（説明文はアルバムの通り）

写真２　ショーウィンドのマヌカン写真３　ショールーム写真４　衣裳棚
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ロ
ン
台
を
借
用
し
て
紹
介
し
、
好
評
だ
っ

た
。「
二
枚
袖
用
の
ア
イ
ロ
ン
台
」、「
袖

山
用
の
ア
イ
ロ
ン
台
」、
毛
足
の
長
い
織

物
用
の
「
ニ
ー
ド
ル
ボ
ー
ド
」
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
店
で
は
一
六
人
位
の
女
性
た
ち

が
、
働
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）

シ
ョ
ー
出
品
作
品
の
制
作

　

写
真
９
か
ら
写
真
12
は
、
日
本
デ
ザ
イ

ナ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
秋
冬
シ
ョ
ー
に
、

澁
谷
が
出
品
し
た
作
品
を
制
作
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
作
ら
れ
て
い
た
の
は
、

真
紅
の
絹
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
の
イ
ブ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
（
サ
ル
ビ
ヤ
色
の
ド
レ
ス
と
も

記
載
）。
モ
デ
ル
は
、
一
九
五
三
（
昭
和

二
八
）
年
の
第
二
回
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス

世
界
大
会
第
三
位
で
、
当
時
人
気
の
あ
っ

た
伊
東
絹
子
で
あ
る
。
シ
ョ
ー
の
主
催
者

が
、
モ
デ
ル
を
選
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
作

品
は
人
気
モ
デ
ル
が
着
用
し
た
こ
と
も
あ

り
、
澁
谷
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
複
数
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
。

　

写
真
９
と
写
真
10
は
、
ド
レ
ス
を
制
作

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
写
真
９
は
ド

レ
ス
上
部
の
制
作
過
程
で
、
澁
谷
と
裁
縫

師
が
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
る
。細
か
い
ひ
だ
の
あ
る
ス
カ
ー

ト
は
、
扱
い
に
苦
労
し
た
と
い
う
が
、
写

真
10
は
ス
カ
ー
ト
の
プ
リ
ー
ツ
を
制
作
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ア

ル
バ
ム
に
は
、
ペ
チ
コ
ー
ト
を
縫
っ
て
い

る
場
面
の
写
真
も
見
ら
れ
る
。

●ボングー洋装店のアルバムから

縫
い
の
場
所
に
な
っ
た
。

　

写
真
５
か
ら
写
真
10
ま
で
は
、
裁
縫
師

た
ち
の
仕
事
場
で
あ
る
。
接
客
の
場
所
と

分
け
て
、
客
に
仕
事
場
の
雰
囲
気
を
感
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

一
階
奥
に
は
写
真
５
「
裁
断
室
」
と
写

真
６
「
裁
縫
室
」
が
あ
っ
た
。
明
る
い
裁

断
室
の
壁
面
に
は
、
参
考
に
す
る
た
め
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
切
り
抜
き
や
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
な
ど
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

大
き
な
台
（
勝
瀬
氏
に
よ
る
と
、「
場
台
」）

に
は
、
裁
断
前
の
布
地
が
広
げ
ら
れ
て
い

る
。
裁
縫
室
は
二
人
が
作
業
で
き
る
ほ
ど

の
広
さ
で
、
場
台
と
ブ
ラ
ザ
ー
・
ミ
シ
ン

が
置
か
れ
て
い
る
。
澁
谷
は
、
こ
こ
で
作

業
を
し
た
ら
し
い
。

　

写
真
７
「
ミ
シ
ン
掛
」
と
写
真
８
「
ア

イ
ロ
ン
仕
上
」は
、二
階
の
仕
事
場
で
あ
る
。

大
き
な
部
屋
に
は
、
ミ
シ
ン
と
ア
イ
ロ
ン

が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
た
。
写
真
７
で

は
、窓
に
向
っ
て
ミ
シ
ン
が
並
ん
で
い
る
。

ミ
シ
ン
は
、
家
庭
用
（
ブ
ラ
ザ
ー
・
ミ
シ

ン
と
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
）
三
台
、
職
業

用
（
通
称
１
０
３
ミ
シ
ン
）
二
台
、
布
の

縁
を
か
が
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
一
台

の
、
全
部
で
六
台
で
あ
っ
た
。
写
真
の
右

は
じ
に
ア
イ
ロ
ン
が
写
っ
て
い
る
が
、
部

屋
の
中
央
に
は
ア
イ
ロ
ン
台
が
置
か
れ
て

い
た
。

　

写
真
８
は
、
場
台
の
左
右
か
ら
、
三
人

が
か
り
の
ア
イ
ロ
ン
掛
け
作
業
で
あ
る
。

左
手
前
と
右
側
の
二
人
が
、
ア
イ
ロ
ン
を

手
に
し
て
い
る
。
ア
イ
ロ
ン
台
は
用
途
に

よ
っ
て
、
複
数
の
種
類
が
あ
っ
た
。

　

展
示
で
は
、
勝
瀬
氏
か
ら
小
型
の
ア
イ

写真５　裁断室写真６　裁縫室写真７　ミシン掛

写真８　アイロン仕上写真９　制作中（ＮＤＣ出品作）写真10　〔プリーツ作成〕
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 ●ボングー洋装店のアルバムから

　

シ
ョ
ー
の
四
日
前
の
九
月
二
六
日
に
、

伊
東
が
澁
谷
の
自
宅
を
訪
れ
、
ド
レ
ス
の

仮
縫
い
を
行
な
っ
た
。
写
真
11
と
写
真
12

は
、
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
確
認
の
た

め
な
の
か
写
真
11
は
採
寸
中
の
も
の
で
、

写
真
12
は
仮
縫
い
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の

作
業
は
、
澁
谷
夫
妻
と
勝
瀬
氏
、
も
う
一

人
の
裁
縫
師
が
行
な
っ
た
。『
市
史
通
信
』

第
四
八
号
で
も
こ
の
場
面
を
紹
介
し
た

が
、
掲
載
し
た
写
真
は
、
そ
れ
ら
の
人
々

が
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
ド
レ
ス
を
着
る
モ
デ

ル
に
、
見
と
れ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
秋
冬
シ
ョ
ー

　

日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
秋
冬
シ
ョ
ー

は
、
九
月
三
〇
日
に
、
東
京
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
写
真
13
は
、
シ
ョ
ー
の
当
日
に

撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
イ
ク
を
し
て

服
装
を
整
え
る
と
、
モ
デ
ル
は
別
人
の
よ

う
に
見
違
え
た
。

　

写
真
14
は
、
当
日
の
受
付
の
様
子
で
、

中
央
に
澁
谷
が
立
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
一
部
百
円
で
販
売
し
て
い
た
。
当

日
券
も
販
売
し
て
お
り
、
指
定
席
と
一
般

席
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
金
額
は
不
明
で

あ
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
ろ
う
か
、
ワ
コ
ー

ル
の
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
見
本
、
レ
ナ
ウ
ン

の
生
地
見
本
な
ど
が
後
ろ
に
並
ん
で
い
る
。

　

澁
谷
は
シ
ョ
ー
の
合
間
に
、
写
真
を
撮

影
し
た
。
写
真
15
は
シ
ョ
ー
の
舞
台
で
あ

る
。
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
光
る
中
、

モ
デ
ル
が
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
い
て
い
る
。

写
真
16
は
、
山
脇
敏
子
の
作
品
で
、
裾
に

大
き
な
花
模
様
を
配
し
た
、
イ
ブ
ニ
ン
グ

ド
レ
ス
で
あ
る
。
山
脇
は
、一
九
二
九（
昭

和
四
）年
に「
山
脇
洋
裁
学
院
」（
現
在
は
、

山
脇
美
術
専
門
学
校
）
を
開
設
し
た
、
日

本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
草
分

け
的
な
存
在
で
、
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ

ブ
の
顧
問
を
つ
と
め
て
い
た
。
シ
ョ
ー
で

は
、そ
う
い
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
を
、

間
近
で
見
る
事
も
で
き
た
。

　

澁
谷
は
、
楽
屋
で
の
モ
デ
ル
へ
の
着
付

け
か
ら
、
舞
台
に
上
が
る
ま
で
を
記
録
し

て
い
る
。
写
真
17
は
、
出
演
前
に
鏡
の
前

で
、
モ
デ
ル
が
衣
裳
の
確
認
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
写
真
18
は
舞

台
に
上
が
っ
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
後
ろ
の

客
席
に
い
る
観
客
た
ち
の
視
線
が
、
集

ま
っ
て
い
る
。

　

作
品
展
の
作
品
は
、
モ
デ
ル
に
合
わ
せ

て
作
成
す
る
た
め
、
作
品
展
終
了
後
は
モ

デ
ル
が
気
に
入
れ
ば
買
い
取
ら
れ
た
が
、

店
で
保
管
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し

い
。
写
真
19
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
賑
わ
う

一
二
月
に
、
ボ
ン
グ
ー
洋
装
店
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
飾
る
、
真
紅
の
イ
ブ
ニ
ン

グ
ド
レ
ス
で
あ
る
。
横
浜
市
史
資
料
室
の

展
示
会
で
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）

年
の
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
作
品
展

に
、
澁
谷
が
出
品
し
た
作
品
（
ツ
ー
ピ
ー

ス
）
を
借
用
し
、
展
示
し
た
。
ウ
エ
ス
ト

が
、
か
な
り
細
く
作
ら
れ
て
い
た
。

「
自
動
車
と
服
装
の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ウ
」
の
作
品
制
作

　
「
自
動
車
と
服
装
の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ウ
」
が
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
。
写
真
21

は
横
浜
市
史
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
カ
タ

ロ
グ
の
表
紙
で
、
写
真
22
は
カ
タ
ロ
グ
に

掲
載
さ
れ
た
澁
谷
の
作
品
で
あ
る
。
モ
デ

写真11　採寸中写真12　仮縫スナップ写真13　サルビヤ色のドレス

写真14　ＮＤＣショー当日写真15　ＮＤＣショー〔舞台〕写真16　山脇敏子作品
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●ボングー洋装店のアルバムから

ル
は
鈴
木
祥
子
で
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
と
男
性
の
ダ
ブ
ル
の

ス
ー
ツ
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
自
動
車
と
服
装
の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ウ
」
は
、
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ

ブ
シ
ョ
ー
の
翌
月
一
〇
月
一
五
日
・
一
六

日
に
、
日
刊
自
動
車
新
聞
社
・
日
本
デ
ザ

イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
・
じ
ゃ
が
い
も
か
い（
テ
ー

ラ
ー
の
ク
ラ
ブ
）
主
催
で
、
日
比
谷
の
東

京
東
宝
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
創
刊
し

た
『
日
刊
自
動
車
新
聞
』
が
六
千
号
を

迎
え
る
の
を
機
に
、
進
歩
向
上
し
た
国
産

乗
用
車
と
世
界
の
乗
用
車
の
粋
を
一
堂
に

集
め
、
服
装
と
の
総
合
的
な
近
代
美
を
観

賞
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
で
あ
っ

た
。
じ
ゃ
が
い
も
か
い
は
、
会
長
上
原
種

次
郎
に
よ
る
と
「
数
年
来
日
本
の
紳
士
服

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ウ
を
リ
ー
ド
し
て

来
た
一
流
の
カ
ス
ト
ム
・
テ
ー
ラ
ー
の
ク

ラ
ブ
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

自
動
車
と
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
に

よ
る
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
じ
ゃ
が
い
も

か
い
に
よ
る
男
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
組
み

合
わ
せ
で
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
た
。南
道
郎
、

Ｅ
・
Ｈ
・
エ
リ
ッ
ク
等
が
司
会
を
つ
と
め
、

越
路
吹
雪
、
岡
田
茉
莉
子
、
宝
田
明
等
が

歌
手
と
し
て
出
演
し
、
原
信
夫
と
シ
ャ
ー

プ
＆
フ
ラ
ッ
ツ
が
演
奏
し
た
。
三
〇
台
の

自
動
車
と
女
性
と
男
性
の
作
品
が
、
そ
れ

ぞ
れ
紹
介
さ
れ
た
。

　

澁
谷
の
作
品
は
、
若
い
女
性
に
十
月
の

街
着
や
旅
行
着
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
を

目
的
に
作
ら
れ
た
、
ロ
ー
ズ
マ
ダ
ー
色
の

ツ
イ
ー
ド
の
ス
ー
ツ
で
あ
る
。
写
真
20
は

制
作
風
景
で
、
ボ
デ
ィ
ー
に
着
せ
ら
れ
た

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
、
裁
縫
師
た
ち
が
見
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
活
動
的
な
ス
ー

ツ
に
仕
上
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
は
、
紹

介
し
た
二
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

以
前
に
も
春
頃
に
企
画
が
あ
り
、
澁
谷

に
と
っ
て
活
動
的
な
一
年
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

毎
年
二
回
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

開
催
し
て
い
る
の
で
、
澁
谷
は
春
夏
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
も
出
品
し
た

か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
澁
谷
が
所
属

す
る
横
浜
洋
装
連
盟
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
も
春
に
行
な
わ
れ
、
作
品
を
出

品
し
た
。
同
連
盟
は
、
三
月
三
一
日
に

街
頭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
、
翌
四

月
一
日
に
は
、
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
で

の
春
夏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催

し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、

生
地
商
社
な
ど
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

り
、
参
加
者
と
主
催
者
を
支
え
た
。

　

こ
の
年
七
月
の
経
済
白
書
で
、
日
本

政
府
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と

宣
言
し
た
。
戦
後
一
一
年
目
で
、
横
浜

は
ま
だ
廃
墟
が
残
る
街
並
み
で
あ
っ
た

が
、
澁
谷
の
ア
ル
バ
ム
に
写
さ
れ
た
人

た
ち
か
ら
は
、
希
望
に
満
ち
た
時
代
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
い
た

だ
い
た
澁
谷
吉
彦
様
、
ご
協
力
た
ま
わ

り
ま
し
た
勝
瀬
さ
ゆ
み
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

 

（
上
田　

由
美
）

写真17　鏡の前写真18　ＮＤＣショー〔伊東絹子〕写真19　ショーウヰンドウ

写真20　自動車ショウ出品作制作中
写真21　「自動車と服装の綜合
ファッションショウ」カタログ掲載頁
横浜市史資料室所蔵　ボングー洋装店資料

写真２２　「自動車と服装の綜合ファッションショウ」出品作
横浜市史資料室所蔵　ボングー洋装店資料
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道
路
は
管
理
す
る
行
政
の
主
体
に
よ
っ
て
、

国
道･

県
道
・
市
道
な
ど
に
分
け
ら
れ
、
番
号

を
用
い
て
「
○
号
（
線
）」
と
呼
称
さ
れ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
国
道
一
号
は
東
海
道
で
、

横
須
賀
街
道
と
八
王
子
街
道
は
国
道
一
六
号

の
一
部
で
あ
る
な
ど
、
主
要
な
国
道
で
あ
れ

ば
、
番
号
か
ら
道
路
の
地
理
を
想
起
す
る
こ

と
が
容
易
だ
が
、県
道
や
市
道
で
は
、例
え
ば
、

綱
島
街
道
が
神
奈
川
県
道
二
号
で
あ
る
な
ど
、

す
ぐ
に
は
想
起
で
き
な
い
。

　

道
路
名
称
の
わ
か
り
に
く
さ
は
近
年
に
始

ま
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
横
浜
市
道
路
局
で

は
お
よ
そ
半
世
紀
前
の
一
九
七
六
（
昭
和

五
一
）
年
度
よ
り
、
対
象
は
市
道
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
坂
も
含
め
て
道
路
、
街
路
に
愛
称

を
付
け
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
通
称
に
よ

る
も
の
、
市
民
か
ら
新
た
に
提
案
さ
れ
た
も

の
も
含
め
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
冒

頭
に
掲
げ
た
冊
子
で
あ
る
（
＊
一
九
七
八
年

に
初
版
、
一
九
八
四
年
に
増
補
再
版
）。

　

そ
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
問
題
意
識
が

明
快
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用

し
て
お
き
た
い
。

　

 〔
前
略
〕
道
路
に
は
、
行
政
上
の
番
号
や
名

称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
を
除

き
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
民

に
と
っ
て
は
な
じ
み
が
な
く
、
ま
た
、
複

雑
多
岐
な
道
路
網
か
ら
利
用
者
に
と
っ
て

も
分
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
中
略
〕
従
来
か
ら
そ
の
土
地
に
因
ん
だ
道

路
の
通
称
が
愛
称
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
そ
れ
等
は
、
そ
の
道
路
の
経
て
き
た

沿
革
と
か
、
そ
の
沿
道
の
特
色
を
簡
明
に

言
い
表
わ
し
、
そ
の
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
、

到
着
地
点
や
方
向
を
簡
潔
に
示
し
、
道
路

の
機
能
的
な
働
き
を
し
て
い
る
も
の
等
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
本
文
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

例
え
ば
、
当
室
の
所
在
す
る
野
毛
山
地
区
周

辺
で
呼
称
さ
れ
る
「
野
毛
坂
」「
動
物
園
通
り
」

「
新
横
浜
通
り
」
に
つ
い
て
、
左
記
の
よ
う
な

解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（
＊
記
述
の
体
裁
は

若
干
変
更
し
た
）。

　

 

野
毛
坂　

中
区
野
毛
三
丁
目
〜
西
区
老
松

町
（
延
長
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
）、
市
道

　

 　

こ
の
坂
は
、
市
立
図
書
館
を
経
て
野
毛

山
動
物
園
の
方
へ
上
が
っ
て
い
く
道
で
あ

る
が
、
本
来
は
伊
勢
町
か
ら
日
の
出
町
の

間
に
あ
る
切
通
し
を
称
し
て
い
た
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
 

動
物
園
通
り　

中
区
野
毛
町
三
丁
目
〜
中

区
花
咲
町
二
丁
目
（
延
長
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）、
市
道

　

 　

桜
木
町
か
ら
野
毛
山
動
物
園
へ
の
近
道

で
、
し
か
も
自
動
車
の
通
過
量
が
少
な
い

故
か
、
家
族
連
れ
等
が
多
く
通
行
す
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
二
〇
年
代
に
動
物
園
通
り

と
い
う
呼
称
が
生
じ
た
。

　

 

新
横
浜
通
り　

中
区
扇
町
一
丁
目
〜
神
奈

川
区
三
枚
町
（
延
長
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）、

市
道

　

 　

都
市
計
画
道
路 

山
下
長
津
田
線
、
同 
三

ツ
沢
鳥
山
線

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
愛
称
だ
が
、
現
在

で
は
民
間
地
図
で
使
用
さ
れ
た
り
、
現
地
に

標
示
板
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
坂

も
含
め
道
路
の
名
称
が
、
地
名
の
一
種
と
し

て
、
調
査
研
究
の
対
象
に
盛
ん
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

＊ 

当
室
で
は
本
書
の
複
製
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

 

（
岡
田　

直
）

 ●閲覧資料紹介　●市史資料室たより

閲
覧
資
料
紹
介

『
愛
称
道
路
』 

横
浜
市
道
路
局

一九
七
八（
昭
和
五
三
）年
、八
四（
同
五
九
）年

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
 リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

《市史資料室たより》
【令和6年度横浜市史資料室室内展示】
◆「横浜観光と野毛山」（仮）
会　期：4月下旬～7月上旬
時　間：午前9時30分～午後5時
◎入場無料
会　場：横浜市西区老松町１番地
　　　　横浜市中央図書館地下1階
　　　　横浜市史資料室
休室日： 毎週日曜日及び横浜市中央図書館休館日

【新刊紹介】 各500円（税込）

「横浜市史資料室報告書　令和五年度　戦前・戦
中期横浜の小学校―震災と戦争のはざまで―」
　〈目次〉【第1部　通史編】第1章　学校制
度のはじまり／第2章　震災と教育の復興
／第3章　小学校の日常生活／第4章　戦時
下の学校教育／第5章　写真からみる学校生
活／第6章　綴り方作品からみる子どもの
日常【第2部　「校報」にみる時代の転換点】
第7章　関東大震災／第8章　満州事変／
第9章　日中戦争／第10章　アジア太平洋
戦争

横浜市史資料室　紀要　第14号
　〈目次〉高度成長期における横浜駅周辺の変
容について～商工資料を中心とした考察／
『令女界』読者グループ「R.J.R.令女純情連盟」
横浜支部について／陳情書に見る横浜市の震

災復興土地区画整理事業―第九地区の事例―
／資料紹介　都市横浜の兵士の記録を読み解
く／横浜市史資料室の活動記録／資料を寄贈
していただいた方々／
　横浜市史資料室の刊行物は、横浜市役所市
政刊行物・グッズ販売コーナーで販売してい
ます。

【寄贈資料】

1長沢博幸様
　後藤家資料一式 34件
2土志田三津夫様 1件
　田奈部隊インタビュー　話者土志田郁子
3横山純也様
　横山家資料 22,748件
4横田都様
　横田晴江家資料 35件
5永田惠子様
　絵葉書帖（開港五十年紀念等) 1件

【展示会　横浜の女性と洋装　が終了しました。】
◆「スマートな洋装　横浜のモダンガール」
　令和5年11/18～11/30　入場者数730人
◆「戦中・戦後の横浜の女性とファッション」
　令和5年12/13～12/23　入場者数630人
◆「洋裁ブームと横浜の洋装店」
　令和6年1/20～1/31　入場者数679人
　3回シリーズで横浜の女性たちが洋装を取
り入れていく姿を紹介しました。
　展示会アンケートでは、「横浜の文化を洋
服を通して知る事ができた」、「資料室内の
ファッションショー写真が貼られた壁面は、
自分もファッションショーを見ているようで
面白い展示方法だった」、実物の洋服等を見
て「手仕事の技術に感動した」などの感想があ
りました。
◉講座「ハマのモダンガールー震災復興と戦
争のはざまで」（11/23，44人参加）では、
「レジュメやスライドを通じて大正末期から
昭和戦前期にかけての横浜市民の生活風俗
（服装）について詳しく知る事ができ勉強に
なった」という感想がありました。
◉講演会「山手の服飾文化を支えた『ボングー
洋装店』」（1/27，62人参加）では、「地域資
源の掘り起こすことの大切さを感じた」、「検
索で出てこないウンチクも面白かった」と書
かれているアンケートもあり、講演会を楽し
んでいただけたようです。
＊ 講座、講演会および展示解説の様子は、ユー
チューブチャンネルにアップ予定です。


